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第３章　地区社会福祉協議会の概要と取り組み

地区社会福祉協議会の概要と取り組み｜第3章

面　積 12.91k㎡

人　口 12,079人

世帯数

（1世帯当たりの人口）
5,047世帯（2.4人）

高齢者数（高齢化率） 2,547人（21.1％）

民生委員・児童委員

（主任児童委員）
17人（2人）

町内会・自治会・

区長会等
5ヶ所

ふるさとほりえは「おだやかな堀江湾に明美な瀬戸の風景、神霊と史跡の宿る山並みや心もなごむ出で湯、ほの

ぼのとした人情と厚い血潮の流れる人里」である。ほりえは、北谷古墳からもうかがえるように、古代から村落

的な社会共同体が形成され、生活が営まれていた。そして、海路の所要として、海から文化がいぶき、人々の心

に刻まれていった。現在は、地域の自然や歴史、文化などを生かした個性のあるふるさとづくりが活発におこ

なわれている。また、新地（堀江町）が親水公園として整備され、地域住民の憩いの場となっている。

地区の概要

主な活動拠点 堀江支所

構成メンバー
会長（１名）、副会長（3名）、事務局長（１名）、会計（2名）、理事（19名）、

評議員（18名）、監事（２名）、顧問（３名）、援護部長（１名）、啓発調査部長（１名）

理事会等の開催 理事会（年４回）、総会（年１回）

構成関係団体
民児協、広報委員会、公民館、高齢クラブ連合会、議会、中学校、小学校、PTA、郵便局、

農協、消防分団、支所、交通安全協会、母子福祉会、教育会、遺族会、区長会、駐在所

主な自主事業
地域福祉サービス事業、ふれあい・いきいきサロン事業、福祉学習事業、

地域交流サロン、独居老人温泉招待、独居老人へ年賀状送付、福祉だより作成　ほか

サロン数
ふれあい・いきいきサロン　8ヶ所

地域交流サロン　1ヶ所

地域福祉活動計画の

策定状況
平成25年度までに策定予定

地区社協の概要
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